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はじめに

　このたび、平成29（2017）年度の事業をまとめた『岐阜県美術館年報 35号』を発行することとなりました。
　岐阜県美術館は、昭和57（1982）年に開館して以来、郷土に根づきながら、世界に視野を広げた美術館活動を
目指してきました。
　平成29年度は、企画展として、7月からは「日本画の逆襲」展を開催し、材料や技法など現代的な応用を試み
るなど、アイデンティティを自らに問いつつ、さまざまな取組みによって現代日本画の道を探る作家たちの
近作・新作を紹介しました。9月からは、「BY 80s FOR 20s」展を開催しました。開館35周年の節目となる年に、
アートが社会へと拡がる1980年代をフィーチャーし、2020年代へ向けて、地域の中へと浸透していく新たな
アートを探りました。第3回となるアートまるケットでは、岐阜県立国際園芸アカデミー 、岐阜県立国際たく
みアカデミー、岐阜県立森林文化アカデミー、情報科学芸術大学院大学[IAMAS]の県立教育機関との連携に加
えて、福祉施設等との協働など、より広く深くアートをとおし集いました。その活動をもとに8月から11月に
かけ、美術館で「アートまるケット 日比野克彦ディレクション ツナがり ツナがる ツナがれば」を展開し、第1
回目の「花」と第2回目の「川」を「ツナげる」と共に、異なる環境や思いを持つ人々が「ツナがる」ことを感じ、互
いの時間を共有する場を創出しました。11月からは、「ディアスポラ・ナウ！」展を開催しました。今日、多くの
人々が、紛争や災害に巻き込まれ、その地に足止めされ、あるいは故郷から追われて戻れずにいます。本展で
は、ヴィデオアートを中心とした作品により、奪われた故郷と世界にむけて、メッセージを送りました。
　所蔵品による展示では、充実したさまざまな展示を行いました。特に開館35周年記念として、「熊谷守一襖
絵展」「岐阜県美術館と田口コレクション展」「 Nude 」「山本芳翠展」を開催し、これまでに築き上げたコレク
ションを紹介しました。
　教育普及事業としては、ナンヤローネ・プロジェクトを通して、学芸係と教育普及係が一体となった事業を
さらに推し進めました。鑑賞プログラムをリニューアルした「ナンヤローネアートツアー」では、アートコミュ
ニケーション作品《S

あ ん な

uch S
そ ん な

uch S
こ ん な

uch》を活用し、コネクターを用いた言葉に頼らない鑑賞活動により、気づき
と表現を促しました。「ナンヤローネワークショップ」では、年齢層を絞らず、すべての人に美術館を楽しんで
いただくよう、毎回異なるテーマでプログラムを構成しました。他にも平成27（2015）年度から始めた「GIFU
ワークショップギャザリング」によって、他館連携が定着し、館外での交流が拡大してきました。
　平成29年度の作品収集では、県ゆかりの日本画家・前田青邨の《日子穂々手見命》、企画展「日本画の逆襲」で
紹介した気鋭の日本画家7名の作品、岐阜県関市に工房をもつ重要無形文化財保持者・土屋順紀の極めて貴重
な紋紗着物を2点、岐阜県多治見市出身の鈴木徹《緑釉花器》、東正之《青釉壺》、若尾経《象牙瓷合子》を購入し
たことをご報告いたします。
　寄贈では、川合玉堂、前田青邨、勝呂忠、三尾公三、日比野克彦をはじめとする岐阜所縁の作品をご寄贈いた
だきました。なかでも熊谷守一については、大変重要な作品が多数寄贈されました。今年度も多くの方々のご
厚意により充実した収集内容となりました。重ねて御礼申し上げます。
　岐阜県美術館は、県民をはじめとする皆様方の期待に応えていくよう、一層努力していきたいと思っており
ます。ますますのご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　　平成31年3月

岐阜県美術館

1 ｜ 展示事業

1．所蔵品展示

［凡例］
・屋外の彫刻作品リストは、P.24にまとめて掲載した。
・各項に関わる特殊記号は、該当箇所に表示した。

第1期

展示室1-A　特集　坪内節太郎と石川勇展　　　　　　　　　　 
2017年4月19日（水）から7月2日（日）
○印は5月21日（日）まで、●印は5月23日（火）から展示、◎は個人蔵 　

     
作者名 （生年-没年） 作品名 制作年 技法・素材

坪内 節太郎 （1905-1979） 春 1939 油彩、画布

跼る 1949 油彩、画布

少女 1954 油彩、画布

葵上 1946 油彩、画布

熊野 1965 油彩、画布

冬日の菱 1961 油彩、画布

砂の花 1971 油彩、画布

松かさ鮒 1976 油彩、画布

○ 童女　富貴讃 不詳 紙本着色

○ 福寿草　大乗十来の内三来 1970年代 紙本着色

○ 恋飛脚大和往来　新囗村の場 1964 膠彩、墨、紙

○ 菅原伝授手習鑑　寺子屋の場 1960-70年代 膠彩、墨、紙

● ひらかな盛衰記　逆艫の場 不詳 膠彩、墨、紙

● 義経千本桜　碇知盛入水 不詳 膠彩、墨、紙

● 神霊矢口渡 不詳 膠彩、墨、紙

● 勧進帳 不詳 膠彩、墨、紙

● 本朝廿四考　狐火の場 不詳 膠彩、墨、紙

石川 勇 （1922-1989） 無題 不詳 油彩、画布

無題 不詳 油彩、画布

無題 不詳 油彩、画布

生贄 1958 ミクストメディア（油彩、布、紙または木の輪）、木パネル

狂人船 1960 ミクストメディア（油彩、布、缶の蓋、糸）、木パネル

罠 不詳 ミクストメディア（油彩、布、ガーゼ、糸、アルミ箔、紙）、
木パネル、金属板、画布

展示室1‐C　NOIR
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